


▼
生
保
問
題
▲

8
月
23

日
、
大
阪
市
で
開

か
れ
た
生
活
保
護
問
題
議
員

研
修
会
に
市
議
団
４
人
で
参

加
し
ま
し
た
。

一
番
驚
い
た
報
告
が
あ
り

ま
す
。
群
馬
県
桐
生
市
で
、

「
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ぐ

ん
ま
」
に
、
「
生
活
保
護
申

請
に
同
席
さ
せ
て
も
ら
え
な

い
」
「
１
日
１
千
円
の
保
護

費
を
窓
口
で
手
渡
さ
れ
て
い

る
」
と
い
う
相
談
が
あ
り
、

調
査
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
次
々

と
恫
喝
や
人
権
侵
害
の
様
子

が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

「
税
金
で
飯
食
っ
て
い
る
自

覚
は
あ
る
の
か
」
「
生
活
保

護
の
分
際
で
偉
そ
う
に
」

「
警
察
呼
ぶ
ぞ
」
「
精
神
病

院
に
入
れ
」
な
ど
、
驚
き
の

連
続
だ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

以
前
、
北
九
州
市
の
「
水
際

作
戦
」
と
い
う
の
が
全
国
的

に
問
題
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
よ
り
も
ひ
ど
い
「
硫
黄

島
作
戦
」
が
露
骨
に
行
わ
れ

て
い
る
と
い
う
報
告
で
し
た
。

桐
生
市
で
は
、
10
年
あ
ま
り
で
、

保
護
費
の
総
額
が
45
％
減
少
し

て
い
ま
す
。
自
然
現
象
で
は

な
く
、
徹
底
し
た
「
水
際
作

戦
」
で
、
１
９
４
８
本
の
印

鑑
を
保
管
し
、
「
有
印
私
文

書
偽
造
」
が
疑
わ
れ
、
近
く

刑
事
告
訴
も
考
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
今
回
の
研
修
会

で
、
市
民
を
生
活
保
護
か
ら

遠
ざ
け
る
自
治
体
の
実
態
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

１
つ
目
は
桐
生
市
（
保
護

費
の
分
割
支
給
、
警
察O

Ｂ

を
配
置
し
面
接
段
階
か
ら
恫

喝
な
ど
）
。
２
つ
目
は
愛
知

県
安
城
市
（
ホ
ー
ム
レ
ス
状

態
の
外
国
人
は
生
活
保
護
の

対
象
で
は
な
い
と
職
員
が
間

違
っ
た
説
明
、
後
に
市
長
が

謝
罪
）
。
こ
れ
以
外
に
も
、

京
都
府
亀
岡
市
、
大
阪
府
八

尾
市
、
大
東
市
、
奈
良
県
香

芝
市
、
生
駒
市
、
三
重
県
鈴

鹿
市
な
ど
上
が
っ
て
い
ま
す
。

市
川
市
で
も
、
し
っ
か
り
と

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。

「
生
活
保
護
を
当
た
り
前
の

権
利
」
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

▼
教
育
問
題
▲

8
月
24

日
、
市
川
・
教
育

問
題
を
考
え
る
会
主
催
で
、

講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
子
ど
も
の
権
利
条

約
市
民
・
Ｎ
ＧO

の
会
共
同

代
表
の
児
玉
洋
介
氏
。

不
登
校
（
年
間
30
日
以
上
学

校
を
欠
席
し
た
児
童
生
徒
）

が
全
国
で
３
０
万
人
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
保
健
室
や

教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
少
し

で
も
通
っ
て
い
る
児
童
生
徒

は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、

実
態
は
そ
の
１
０
倍
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
現
状
を
ど
う
解

消
し
て
い
く
の
か
。
子
ど
も

た
ち
の
ス
ト
レ
ス
は
激
化
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
と
い

い
ま
す
。
校
内
暴
力
、
い
じ

め
、
不
登
校
、
自
殺
等
も
増

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
進
路

の
競
争
環
境
で
、
「
私
立
へ

行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
」

こ
と
も
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て

い
る
な
ど
、
ス
ト
レ
ス
の
解

消
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
国
連
子
ど

も
の
権
利
委
員
会
か
ら
繰
り

返
し
「
勧
告
」
さ
れ
て
い
る

の
で
、
今
後
、
「
競
争
社
会
」

の
転
換
を
求
め
る
と
と
も
に
、

「
教
育
全
国
署
名
」
を
最
大

の
力
に
、
全
国
各
地
か
ら
、

多
彩
な
取
り
組
み
を
進
め
ま

し
ょ
う
、
と
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

《主な活動報告 ７、８月》
☆７月23、24日 全県地方議員研修会
久しぶりの泊まり込みの議員研修会でした。１日目

は学習会。夜は、４つの分散会で、私は「不登校対策」

に参加。各市ごとに、対策がまちまちで、どんな施策

があるのか、まとめてほしいという声が出されました。

２日目は、各議員団からの活動報告でした。

☆８月18日 青年劇場６０周年パーティー
創立６０周年を迎えた「秋田雨雀・土方与志記念青

年劇場」のパーティーに

参加しました。私は友の

会会員となって４３年に

なります。友人が劇団員

となったのをきっかけに

会員となりました。

「市川でよい芝居をみる会」を立ち上げた、最初のお

芝居が青年劇場「キッスだけでいいわ」です。あれか

ら３０年近くが経っています。今年１１月23日には、

子ども文化ステーションと共催で、公演することにな

りました。

☆８月25日 千葉県合唱創作交流会
毎月１回、新婦人コー

ラス小組で練習してい

ます。少人数ですが、

指導する先生もいます。

交流会には全県から２

１団体が参加。１１月

に佐賀県で開かれる日本のうたごえ祭典の千葉県代表

を決める交流会でもあります。私たちは「羽ばたけ憲

法９条」「見上げた空から」を歌いました。
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